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はじめに 

小型・高感度等の特徴をもつマイクロリング

光共振器を使ったバイオセンシング法が活発

に研究されている。医療機器として必要な感度

は 1ng/ml 程度の濃度の検体検出であるが、本

研究室での検出感度は 10ng/ml とまだ低い[1]。

感度増大のためには共振器の Q 値の増大が必

要である。リング共振器の最高 Q値は 25万で

ある[2]が、フォトニック結晶(PC)共振器の Q

値は 900 万が得られている[3]。アクセプタ型

PC 共振器は光の取り出し効率が高いという研

究報告がある[4]が、それを用いたバイオセン

シングの報告は未だ無い。これまでに、アクセ

プタ型 PC共振器のショ糖濃度に対する共振波

長シフトをシミュレーションし、アクセプタ型

PC 共振器バイオセンサーの波長シフトはドナ

ー型の約35倍であることを報告してきた(図2)。

今回はデバイスを作製したので報告する。 

実験 

これまで本研究室では日立製 HL700 電子ビ

ーム露光装置を用いてきたが、円孔直径のばら

つきが大きく、綺麗な円が描画できない問題が

あったため、今回はエリオニクス製 ELS-G100

電子ビーム露光装置を用いて、加速電圧 100kV、

ビーム電流 1nA で描画し、日立製 HL700 で描

画したものと円孔直径のばらつきを比較した。 

結果・考察 

作製したデバイスの鳥瞰図を図 3 に示す。ま

た、円孔直径のばらつきを比較したものを図 4

に示す。図 4から、エリオニクス製 ELS-G100

を用いて露光したほうが円孔直径のばらつき

が 7 分の 4に小さくなった。当日は作製したデ

バイスの測定結果も報告する。 
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図 1. アクセプタ型 PCバイオセンサーの概略図。 

(a) 

図 3. 作製したデバイスの鳥瞰図。 
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図 4. 円孔直径ばらつきの比較。(a)は日立製
HL700 で露光したもの、(b)はエリオニクス製
ELS-G100で露光したもの。 

図 2. 波長シフト勾配-円孔直径依存性 
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